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治
５
年
、
夏
。
約
３
、
０
０
０
人
の

　
　
　

旧
庄
内
藩
士
た
ち
は
、
月
山
の
麓
に

広
が
る
後
田
山
（
現
・
羽
黒
地
域
松
ケ
岡
地

区
）
の
原
生
林
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
手
に
し
て
い
た
の
は
、
刀
で
は
な

く
鍬く
わ

。
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
た
旧
庄
内
藩
士
た

ち
は
、
こ
の
日
か
ら
開
墾
士
と
し
て
、
わ
ず

か
２
年
間
で
３
１
１
ha
（
東
京
ド
ー
ム
約
66

個
分
）
も
の
山
林
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

　

開
墾
に
は
庄
内
一
円
か
ら
物
品
や
財
政
的

な
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
多
く
の
農
民

が
協
力
し
、
明
治
７
年
に
は
、
開
墾
し
た
土

地
に
桑
が
植
え
付
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
明
治

10
年
ま
で
に
、
10
棟
の
大
蚕
室
が
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
こ
の
地
の
風
景
は
一
変
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
養
蚕
・
製
糸
業
が
興
り
、
絹
産

業
が
大
き
く
発
展
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
鉄
工

業
、
電
気
・
ガ
ス
業
、
金
融
業
な
ど
が
花
開

い
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
材
育
成
の
た
め

の
染
織
の
学
校（
鶴
岡
工
業
高
校
の
前
身
）や
、

縫
製
の
学
校
（
鶴
岡
中
央
高
校
の
前
身
）
が

設
立
さ
れ
、
産
業
の
発
展
を
支
え
ま
し
た
。

　

松
ヶ
岡
の
開
墾
は
、
鶴
岡
の
近
代
化
の
礎

と
な
る
も
の
で
し
た
。

武
士
の
誇
り
が
開
墾
を
成
し
遂
げ
た

　

重
機
な
ど
が
な
か
っ
た
時
代
、
大
木
を
切

り
倒
し
、
根
を
掘
り
起
こ
し
、
地
面
を
な
ら

し
て
い
く
作
業
は
、
並
大
抵
の
労
働
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
、
わ
ず
か
数

年
で
広
大
な
土
地
の
開
墾
を
成
し
遂
げ
、
こ

の
地
に
日
本
最
大
級
の
蚕
室
群
を
築
く
ま
で

に
至
っ
た
の
は
、
当
時
の
一
大
輸
出
品
だ
っ

明

　1872年の夏、旧庄内藩士たちは月山の麓の広大な山林
にいました。彼らはどんな思いでこの地に立っていたので
しょうか。
　鶴岡の近代化の礎となった松ヶ岡の開墾。そして今なお
受け継がれる開墾の精神。松ケ岡地区の住民のお二人にお
話を伺いながら、松ヶ岡開墾場に息づく物語をたどります。

　◆問合せ　羽黒庁舎総務企画課☎26‐8771

特集

松ヶ岡
開墾150年
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た
生
糸
を
生
産
し
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献

す
る
こ
と
で
、
戊
辰
戦
争
で
着
せ
ら
れ
た
賊

軍
の
汚
名
を
返
上
し
よ
う
と
い
う
、
彼
ら
の

強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
７
年
に
は
、
西
郷
隆
盛
か
ら

「
気き
せ
つ
り
ょ
う
そ
う
て
ん
ち
し
る

節
凌
霜
天
地
知
」（「
苦
労
は
語
ら
ず
と

も
天
と
地
が
知
っ
て
い
る
」「
人
は
困
難
を

乗
り
越
え
て
大
き
く
成
長
す
る
」
の
２
つ
の

解
釈
が
伝
わ
る
）
の
箴し
ん

（
※
）
が
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。
戊
辰
戦
争
後
、
厳
し
い
処
罰
を
覚

悟
し
て
い
た
庄
内
藩
で
す
が
、
実
際
に
下
さ

れ
た
処
分
は
極
め
て
寛
大
な
も
の
。
そ
の
指

示
を
し
た
の
は
西
郷
隆
盛
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
西
郷
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
が
、
開
墾
士

た
ち
の
心
の
支
え
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
開
墾
の
精
神

 

「
松
ヶ
岡
開
墾
場
は
徳
義
を
本
と
し
、
産
業

を
興
し
て
国
家
に
報
じ
、
以
て
天
下
に
模
範

た
ら
ん
と
す
」「
気
節
凌
霜
天
地
知
の
箴
は
、

我
が
松
ヶ
岡
の
精
神
な
り
」。

　

松
ヶ
岡
開
墾
場
綱
領
の
一
節
で
す
。
西
郷

隆
盛
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
、

開
墾
の
精
神
が
記
さ
れ
た
こ
の
綱
領
は
、
大

正
15
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
４
月
７
日
の
開
墾
記
念
日
に
、
関
係

者
全
員
で
唱
和
さ
れ
る
な
ど
、
今
も
な
お
大

切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
柿
の
歴
史
は
松
ヶ
岡
か
ら

　

松
ヶ
岡
で
は
、
明
治
28
年
、
開
墾
に
参
加

し
た
旧
庄
内
藩
士
で
、
果
物
の
栽
培
研
究
な

※箴＝教訓

▲養蚕の先進地である群馬県島村（現・伊勢崎市境島村）に研修
　に赴き、学んできた技術で蚕室を建設。棟

とうりょう

梁は旧西田川郡役所
　や旧鶴岡警察署庁舎を手掛けた高橋兼吉らが務めた。

▲蚕室の様子。庄内一円から従業員が集まり養蚕に携わった。昭
　和７年には、約200人が蚕室に宿泊し、養蚕業に従事するなど、
　活気に満ちた一大養蚕場だった。

堀
ほり

 誠
まこと

 さん
松ヶ岡開墾場理事長。長年同開墾場の
理事や副理事長を務め、平成30年か
ら現職。高祖父が開墾士。

　当時、開墾する所はくじで決めたといいます。番号の若い
くじを引いた組から順に場所を選んでいった。簡単な所から
選ぶこともできたはずですが、彼らはそれを決してしなかっ
た。開墾が難しい所を我先にと選んでいったのです。
　そこには、松ヶ岡開墾場綱領にある〝産業を興して国家に
報じ、以て天下に模範たらんとす〟という言葉通りの気持ち、
庄内藩の武士としての誇りがあったのだろうと思います。
　松ヶ岡の開墾は、明治時代に全国各地で行われた「士族授
産」という言葉では語り切れないものです。開墾の歴史、精
神や意義は、何もしなければ、時がたてばたつほどに薄れて
いってしまう。それを次の世代、未来を担う子供たちに伝え
ていくのが、今を生きる私たちの使命だと思っています。
　開墾150年を迎えた今年、松ヶ岡の持つ歴史や文化・伝統
を改めて学びながら、開墾に従事した人たち、また、それ以
降もいろんな苦労を重ねて松ヶ岡の維持・発展に尽力してく
れた人たちに感謝を伝える年にしたいですね。

開
墾
の
精
神
や
意
義
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
。

特集　松ヶ岡開墾150年
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ど
を
し
て
い
た
酒
井
調
ち
ょ
う
り
ょ
う
良
の
薦
め
で
、
種
無

し
柿
の
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
す
。「
調
良
柿
」

と
呼
ば
れ
た
そ
の
柿
は
、
渋
抜
き
方
法
な
ど

の
改
良
が
重
ね
ら
れ
、
大
正
14
年
、
当
時
の

皇
太
子
殿
下
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
「
庄
内
柿
」
と
い
う
名
前
に
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
桑
の
量

が
そ
れ
ほ
ど
必
要
な
く
な
る
と
、
昭
和
８
年

に
は
、
こ
れ
ま
で
桑
畑
だ
っ
た
所
を
柿
畑
に

転
用
し
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
松
ヶ

岡
は
庄
内
柿
の
一
大
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
11
年
に
は
西
洋
梨
の
栽
培

が
試
み
ら
れ
、
昭
和
59
年
に
は
桃
の
栽
培
が

始
め
ら
れ
る
な
ど
、
松
ヶ
岡
は
果
樹
の
産
地

と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
令
和
2
年
に
は
民
間
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
新
た
な
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

松
ヶ
岡
で
は
、
か
つ
て
広
大
な
桑
園
だ
っ

た
所
が
水
田
や
畑
、
果
樹
園
と
し
て
利
用
さ

れ
、
開
墾
士
た
ち
が
切
り
開
い
た
土
地
は
、

人
々
の
手
で
、
現
在
も
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
の
面
影
を
今
に
残
す
松
ヶ
岡

　

松
ヶ
岡
開
墾
場
は
、
開
墾
の
本
部
と
し
て

使
わ
れ
た
本
陣
や
、
10
棟
建
て
ら
れ
た
蚕
室

の
内
５
棟
が
明
治
初
期
の
姿
で
残
り
、
開
墾

当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
ケ
岡
地
区
で
は
、
明
治
20
年
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
住
民
総
出
で
行
う
茅か
や

刈

り
や
雪
囲
い
と
い
っ
た
作
業
が
今
も
続
け
ら

れ
、
開
墾
が
始
ま
っ
た
当
時
に
育
ま
れ
た
共

同
の
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

◀庄内の秋を代表する味覚の一つ
　「庄内柿」。種がなく四角い形を　
　しているのが特徴で、松ヶ岡の
　特産品として人気。

▶８月は桃の最盛期。松ヶ岡の
　土壌は月山の火山灰が含まれ、
　排水性が高いため、桃や柿の
　栽培に適しているといわれる。

▲▶令和２年にオープンしたワイナリ
　　ー「ピノ・コッリーナ」。建物の
　　裏手には雄大なブドウ畑が広がる。

特集　松ヶ岡開墾150年

金
か ね こ

子 涼
りょうこ

子 さん
㈱松ヶ岡農場代表取締役。松ヶ岡開墾
場の歴史と開墾の精神を大切にしなが
ら、庄内柿や桃、枝豆やアスパラガス
などの生産に取り組む。

　「松ヶ岡」と聞いたとき、やはり多くの方が養蚕や絹産業
のことを連想すると思います。でも、実は開墾した土地では、
明治時代から柿などの庄内を代表する農産物も作られてきた
んですよ。　
　今年、開墾150年の節目を迎えましたが、開墾の歴史、精
神や意義は、今、松ヶ岡に暮らす人だけのものではないはず
です。明治の初め、多くの旧庄内藩士たちの手によってこの
地が切り開かれていきましたが、開墾には庄内全域の人たち
の応援、協力がありました。それが鶴岡そして庄内の近代化
につながっていったのです。
　時が流れ、養蚕業が一つの区切りを迎えても、松ヶ岡では
様々な農産物が作られ続け、開墾した土地は、荒れることな
く現在まで大切に受け継がれています。私たち松ヶ岡農場も、
先人たちが苦労して切り開いたこの地を守り続けたいという
思いを常に持ち、農業生産法人としてまい進していきます。
　絹産業以外の松ヶ岡の歴史・魅力も、ぜひ知ってくださいね。

先
人
た
ち
が
切
り
開
い
た
土
地
を
守
り
た
い
。



11 広報つるおか　2021 . 9

　

明
治
の
初
め
に
開
墾
士
に
よ
っ
て
形
作
ら

れ
た
集
落
の
中
で
、
歴
史
的
な
建
物
や
開
墾

地
の
景
観
、
開
墾
の
精
神
が
今
も
な
お
継
承

さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
松
ケ
岡
地
区

だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
有
形
無
形
の
歴
史
的
・
文
化
的

な
遺
産
や
物
語
性
は
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成

元
年
に
国
指
定
史
跡
、
平
成
21
年
に
近
代
化

産
業
遺
産
群
に
指
定
。
ま
た
、
平
成
29
年
に

は
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
ヶ
岡
に
吹
く
風
は
永
遠
に

　

４
月
７
日
、
開
墾
記
念
日
。
澄
ん
だ
風
が

満
開
の
桜
の
花
び
ら
を
揺
ら
す
松
ヶ
岡
開
墾

場
に
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、

１
つ
の
の
ぼ
り
旗
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
ヶ
岡
に
東
北
農
家
研
究
所
（
現
・
東
北

振
興
研
修
所
）
を
創
立
し
た
菅
原
兵ひ
ょ
う
じ治
氏
か

ら
、
開
墾
80
年
に
当
た
る
昭
和
26
年
に
贈
ら

れ
た
旗
を
新
し
く
染
め
抜
い
た
も
の
で
す
。

　
「
松
風
萬
古
」（
松
ヶ
岡
に
吹
く
風
が
永
遠

で
あ
る
よ
う
に
）。〝
松
風
〟
に
は
松
ヶ
岡
に

吹
く
清
ら
か
な
風
と
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
開
墾
の
精
神
や
気
風
と
い
う
、
２
つ

の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

松
ヶ
岡
の
開
墾
の
精
神
は
永
遠
に
─
。

　

旧
庄
内
藩
士
た
ち
に
よ
る
松
ヶ
岡
の
開
墾

は
、
今
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
礎
と
な
る
も

の
で
し
た
。
開
墾
１
５
０
年
を
迎
え
た
今
、

松
ヶ
岡
の
歴
史
、
そ
し
て
、
開
墾
が
果
た
し

た
意
義
や
先
人
た
ち
の
思
い
を
改
め
て
学
び
、

未
来
へ
と
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

特集　松ヶ岡開墾150年

　明治時代の面影を今に伝えている松ヶ岡開墾場。
　平成29年には、松ヶ岡の開墾から始まった鶴岡の
絹にまつわる歴史的な価値や魅力に基づくストーリー
が認められ、「サムライゆかりのシルク 日本近代化の
原風景に出会うまち鶴岡へ」が日本遺産に認定されて
います。
　また、市では平成31年３月に「史跡松ヶ岡開墾場
保存活用計画」を策定。松ヶ岡開墾場の持つ景観、絹

産業、食などの多様な地域資源を生かし、価値と魅力
を引き出しながら、新たな産業創出や地域活性化に取
り組んでいます。現在は、来年４月のオープンを目指
し、松ヶ岡開墾場内の４番蚕室で、鶴岡の絹産業の歴
史を振り返りながら、学びや体験などができる施設の
整備を進めています。
　今年度は、開墾150年を記念したイベント等も実施。
ぜひ松ヶ岡に足を運んでみてください！

★松ヶ岡開墾150年記念 須藤玲子氏特別展示会
　サーキュラー・デザイン─kibisoはつづく─
　日　時／９月18日（土）～10月17日（日）9：00
　　　　　～16：00（初日は14：00から。水曜定休）
　会　場／松ヶ岡開墾場２番蚕室

★松ヶ岡開墾150年記念 トークショー
　シルクの可能性と未来 松ヶ岡から世界へ
　日　時／９月18日（土）14：00
　会　場／松ヶ岡開墾場５番蚕室
　対　象／庄内地域在住の方100人（ライブ配信あり）
　出　演／須藤玲子氏（テキスタイルデザイナー）
　　　　　中山ダイスケ氏（東北芸術工科大学学長）

★松ヶ岡開墾150年記念 松ヶ岡クラフトフェス
　日　時／９月19日（日）10：00～16：00
　　　　　　・20日（月）10：00～15：00
　会　場／松ヶ岡開墾場
　内　容／様々な分野の作家こだわりの作品の展示・
　　　　　販売。ピノ・コッリーナのフードマルシェ
　　　　　同時開催

○問合せ　羽黒庁舎総務企画課☎26‐8771

鶴岡の絹。その物語を紡いでいく。

▲１階では、養蚕から絹製品になるまでを学ぶとともに、糸紡ぎ、
　真綿作りなどを体験できる。２階には養蚕棚を復元する。

開墾150年記念事業のお知らせ

１F

２F【４番蚕室リニューアルイメージ】

▶２番蚕室内では鶴岡
　のシルク製品ブラン
　ド「k

キ ビ ソ

ibiso」を展示・
　販売している。同ブ
　ランド開発に携わっ
　たテキスタイルデザ
　イナーの須藤玲子氏
　がデザインを手掛け
　た製品が数多く並ぶ。

【「kibiso」ブランドで鶴岡シルクを発信】

キビソとは、蚕が最初に吐く糸のこと。


